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研究成果の概要（和文）：本研究は，中学生における合唱コンクールを題材として特別活動の指導と評価の在り
方について検討している。ここでは，2年間にわたり合唱コンクール後の生徒の自由記述を収集し，質的に分析
しながら，特別活動の指導と評価の在り方を提案することを目的とする。
　分析の結果，（１）全学年共通した変化として生徒は自己中心的な視点から他者存在の視点へと移行していく
こと，（２）（１）に加え学年によって視点が異なるという特性が見られること，（３）3年生にとっての学校
行事の重要性が示唆されることなど，特別活動の指導と評価の在り方に提案がなされた。

研究成果の概要（英文）：In this study,we consider the instruction and assessment of extra 
activities,especially chorus-contest as a subject.
The purpose of the present study is to propose improvements to the way extra activities are 
instructed and assessed using aqualitative approach.
The results were follows:(a)students' attitude switched from themselves to others;(b)students' 
viewpoints varied with grades;(c)grades are particularly important for third-year students. The 
present results can be used as guidelines for the instruction and assessment of extra activities.

研究分野：特別活動　学校心理学

キーワード： 特別活動　合唱コンクール　指導と評価

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
特別活動（学級活動，児童会生徒会活動，
クラブ活動，学校行事）は，集団活動や体験
活動を通して児童生徒（以下生徒）に社会性
や人間関係性を育成することを目的とした
教科外活動であり，いじめや校内暴力，コミ
ュニケーション能力の低下など現代の教育
課題において，集団活動を基底とする特別活
動の指導は大きな効果が期待されていると
ころである。ところが，特別活動として各校
において実践されている活動は，コミュニケ
ーション能力の育成に効果的であるという
ことが広く言われているものの，具体的にど
のような指導法が，どのように影響を与えて
いるのかは明らかにされてはいない。加えて
特別活動を中心とした学級集団づくりの実
践は,それぞれの各校の特色や地域の実態に
即して行われていることが多く,教育的な理
論的枠組みとして体系化されて考察されて
きてはおらず,特別活動研究の現在について
は量的な研究の必要性を含めその課題は多
い。 
 
２．研究の目的 
 そこで，本研究においては，特別活動の内
容に関する実践を行う際のコミュニケーシ
ョン能力の変容に係る指導と評価の在り方
について調査し，分析・検討を行い，学校現
場における実践に寄与することを目的とす
る。 
 
３．研究の方法 
 合唱コンクール，運動会，職場体験学習，
部活動，指導に関する意識や不安感を主な対
象とし，特別活動の指導実践に対する教師や
生徒の意識やコミュニケーション能力の変
容をどのようにアセスメントし評価してい
るのかということについて，自由記述による
質的分析，質問紙による量的分析，インタビ
ュー調査，を行いながら分析，検討していく。 
 
４．研究成果 
(1)合唱コンクールにおけるコミュニケーシ
ョン能力の変容に対する指導と評価 
目的 合唱コンクールにおけるコミュニケ
ーションの変容についての学年の特徴を分
析する。 
調査対象 T 県公立Ａ中学校に通う中学生
224 名(男子 108 名，女子 116 名)。内訳は，
中学 1年生 84 名，2年生 74 名，3年生 66 名
である。そのうち有効であった 56（男 25 女
31）名，2 年生 69（男 32 女 37）名，3 年生
32（男 17 女 15）名の記述を分析の対象とし
た。 
実施時期 合唱コンクール後の 2015年 11月
中旬。 
手続き 「合唱コンクールについての感想文」

というテーマで「１：他の生徒や先生との関
係やコミュニケーションに対してコンクー
ルの前後で変わったと感じたこと，気づいた
ことはありませんか。２：コンクールを終え
ての感想をお書きください」の教示に従って
自由記述された文章を分析の対象とした。 
また，この調査に先立ち，調査結果は成績
や評価には関連がないこと，回答は無記名の
状態で集計され，個人情報が特定されること
はないこと，調査結果は特別活動研究の資料
とすることのみに利活用されることが説明
された。また，本研究で使用した自由記述の
一部は，「学級だより」等として一部保護者
に公開されている。 
分析方法 分析には 1と 2の設問に対する反
応を合算する形で行った。自由記述データを
基に，①内容によってカテゴリーを設定し，
②そのカテゴリーの妥当性を検討して修正
し，③カテゴリー判断の一致率を確認するた
めに相関係数で確認したところ 1 回目は
0.621，2回目は 0.525 であった。④この結果
を受けて再度カテゴリー分類の定義を検討
し直して一致率を確認したところ，6 回行っ
て 0.798～0.983 であったので妥当性が高い
と判断した。 
 

表１ 自由記述から作成したカテゴリー表 
カ テ ゴ

リー 

サブカテゴ

リー 
定義 

感 情 随

伴なし 

1：観察した

事象 
パートごとに練習していた。 

自 己 評

価・他者

評価 

2：肯定的自

己評価 

指揮者が「やるよー。」と声をかけると，私は「し

ー。」とみんなに言えるようになった。 

3：否定的自

己評価 

表情があまり意識できなくて，笑顔を忘れてし

まい銀賞だったのがとても悔しかったです。 

4：肯定的他

者評価 

合唱練習の時に指揮者が指示を出すとみんなが

素直に従っていた。 

5：否定的他

者評価 

女子はこの方法で静かになったけど男子は何を

しても歌い終わったら話し合ったり遊びだした

りしていた。 

満足感 

6：満足感 
終わってから自由曲も課題曲もしっかり歌えて

よかった。 

7：不満足感 
ただでさえ悪かったのにもっと悪くなって困っ

た。 

相 対 的

比較 

8：改善への

期待・提案 

来年はしっかりと練習して最優秀賞が取れるよ

うに頑張りたいです。 

9：他学年・

学級への憧

憬 

２年１組だけ賞が偏ってしまって 2 年 2 組には

とても申し訳ないと思いました。 

教師，そ

の他 

10：教師へ

の反応，そ

の他 

先生の今までの経験からいろいろ教えてくださ

って合唱練習にも熱心に協力してくださった。 

 
結果及び考察 分析されたカテゴリー及び
サブカテゴリーは以下の通りである。観察さ



れた事象について自らの感情を込めずにそ
のまま記述している『感情随伴なし』に分類
された「1：観察した事象」，『自己評価・他
者評価』に関する記述が含まれている「2:肯
定的自己評価」「3:否定的自己評価」「4:肯定
的他者評価」「5:否定的他者評価」，『満足感』
を著した「6:満足感」「7:不満足感」，自他の
『相対的比較』に関する記述である「8:改善
への期待」｢9:他学年・学級への憧憬｣，そし
て『教師，その他』カテゴリーに分類した｢10:
教師への反応，その他｣の 10 のサブカテゴリ
ーである。 
学年ごとの特徴を見ていくと，1 年生の特
徴として，満足感と否定的他者評価が有意に
高かった。1 年生は，他人のことを批判的に
捉えることにより，満足感を高めていると考
えられる。また教師への反応，その他に関し
ては有意に低く，教師との関わりが十分では
なかったのではないかと推察される。2 年生
の特徴として，観察した事象と改善への期
待・提案が有意に高かった。また，満足感が
有意に低く，不満足感が有意に高いことから，
2 年生は上級生と自分たちのクラスの練習の
様子を比較して，合唱コンクールへの自分た
ちの取り組みに満足していないことが分か
る。また，次年度が最終学年であることへの
期待も高く，改善しなければいけないとする
意思が感じられる結果となっている。3 年生
の特徴は，肯定的他者評価が高く，不満足感
と改善への期待・提案が有意に低かった。3
年生は最終学年であるため，改善への期待・
提案は見られない。級友と円滑なコミュニケ
ーションをとれるようになり，肯定的な他者
評価が増え，それが不満足感の低減につなが
っていることが示唆される。 
性差に注目すると，男子では 2･3 年生に比
べて，1 年生は肯定的他者評価(-1.974，
p<.05) が 低 く ， 否 定 的 他 者 評 価
(2.184,p<.05)が高かった。1年生男子は，他
者の取り組みに否定的である。2 年生は，否
定的他者評価が低く，観察した事象と改善へ
の期待・提案が有意に高かった。2 年生にな
ると級友や上級生など周りの様子を見るこ
とができるようになり，他者に否定的な評価
をしなくなると考えられる。3 年生は，肯定
的他者評価が高く改善への期待・提案が有意
に低かった。3 年生になると級友の取り組み
や活躍に肯定的な視線を向けられるように
なっていっている。改善への期待・提案を低
減させているのは最終学年であることが影
響していると考えることができる。特に男子
においては学年が上がるに連れて他人への
評価が高くなる傾向が顕著で，合唱コンクー
ルが生徒のコミュニケーション能力に肯定
的な影響を与えていると言える。学年が上が
るにつれて，自己中心的な視点から他者への

視点へと変容していっていることがわかる。 
さらに単一年度のみの調査では一般的な
考察ができないと判断し，翌年に同一中学校
3 年生を対象に同様の調査を行った。その結
果，分析されたカテゴリーは，調査 1とは 3
つのカテゴリーにおいての相違点があった。
異なっていた点は，『満足感』のカテゴリー
に分類されるサブカテゴリーである。調査 1
では，｢6:満足感｣「7:不満足感」の 2 つだけ
であったサブカテゴリーだが，「6:クラスの活
動に対する満足感」「7:賞に対する満足感」「8:
クラスの活動に対する不満足感」「9:賞に対す
る不満足感」と設定した。これは，分析して
いる際にクラスに対することと賞に対する
ことへの記述が特徴的であり，サブカテゴリ
ーを設定する必要があったためである。特に
クラス全体に対する満足感を記述したもの
が多く（全体の 29.6%），3年生の特徴として
挙げられる。さらに『相対的比較』カテゴリ
ーにおいても，調査 1では「8:改善への期待・
提案」「9:他学年・学級への憧憬」という 2
つのカテゴリーだったものが，「10:今後に対
する期待・不安」「11:改善への期待・提案」
「12:他学年・他学級への関心」と 3つに設定
された。特に今後への期待や不安が，合唱コ
ンクールをきっかけとして記述されていた
のは，一つ一つの学校行事を区切りとして，
卒業や受験という目前の節目に向かってい
くことへの不安や決意の表れであるといえ
る。中学校 3年生という時期や段階の特質を
反映していると言えよう。 
 教師が指導を行う際には，学校行事への参
加を生徒に押し付けることなく集団活動の
楽しさややりがいを伝えたり，成長を認め合
ったりすることで意欲的な取組ができるよ
うな努力が担任には求められる。そのために
も，成長したことや努力したことを個人に対
しても集団に対しても適切に評価し，承認す
る態度を示すことが重要であると思われる。
3年生は調査 1，2に共通して言えるのは，他
者評価が高いという点である。自分のことだ
けではなく周囲の努力にも目が向けられる
ようになってきていることを表している。調
査 2にあるように改善期待だけではなく，合
唱コンクールを通して将来の自分へ役立て
たいことや卒業への意識も高まることが確
認されており，この時期の指導のあり方とし
ては，教師が動機づけたり適切な評価をもと
にしながら支援したりすることは重要であ
るが，それ以上に生徒の自主性を尊重しそれ
ぞれが自分なりの自他への評価を行えるよ
うに見守る姿勢が大切であると思われる。 
 中学生という発達段階における合唱コン
クールは，それぞれの学年において特徴を持
ちながら確実に生徒たちのコミュニケーシ
ョン能力に変容を与え，個人や集団の在り方



を学ぶ機会としての学校行事，合唱コンクー
ルの有効性が確認できた。学年や男女の特性
に応じて指導のあり方や評価の仕方を工夫
しより効果的に学校行事に取り組むことが，
児童生徒にとっての人間関係形成力やコミ
ュニケーション能力の涵養に大きな影響を
及ぼすことが期待できると思われる。 
 
(2)職場体験学習における指導と評価 
目的 職場体験学習において生徒はどのよ
うな「学び」を行っているのかを明らかにし，
指導と評価の在り方を探る。 
調査対象 T 県公立Ａ中学校に通う中学 2 年
生 64 名である(性別は不明)。 
実施時期 2015 年 10 月中旬。 
手続き 職場体験後の生徒の報告を分析対
象とした。生徒は，職場体験後に「仕事の内
容」「振り返り」「感想」「職場の様子(写真)」
などを含んだ報告書を A４判用紙 1 枚にまと
め，これを地域や家族に配布し公開している。
この報告書は生徒によって項目や内容が異
なるため，このままでは項目ごとに集計でき
ないので，全部を文字情報として改めて入力
し直してからカテゴリー分析を行うことと
した。24 事業所に行ったあとの報告書の分析
対象の文字数は 14,411 文字である。 
分析のためのカテゴリーの分類，設定に当
たっては，M-GTA（木下 2007）の手法を参考
にしながら，1 概念化（文の意味のまとまり
で分類），2 カテゴリーの統合(概念を整理)，
3 確認（分析の経過を当該校の教員と別の現
職中学校教員で見直し），4 修正，5 再確認，
という手順で行った。一文に複数のカテゴリ
ーに属する文が含まれているときには，複数
のカテゴリーにカウントすることとした。分
類に際しては，まず研究者と現職中学校教員
が分類し，その分類を基に教員が加わってさ
らに検討を重ねていくという形で行われた。
どのカテゴリーにも属さないと判断された
文は「感想・その他」のカテゴリーに分類さ
れた。 
 その結果，「仕事をする喜び」「仕事内容へ
の関心」「学んだこと・努力したこと」「周囲
への気づき」「思いや反省」「感想，その他」
の 6つのカテゴリーが抽出された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 カテゴリーごと出現数(実数) 

 
結果及び考察 職場体験学習を行った業種

による特徴も見られる。サービス業，特に客
と対面して応接する必要がある業務では努
力すること・学んだことが多かったし，食品，
整備，建設などでは，その職種独特の技術や
スキルに中学生が注目していることがわか
る。普段の学校生活においては，コミュニケ
ーションをとることが苦手そうな男子生徒
が，職場の先輩と会話していることに驚いた
という先生の声もあった。また事業種という
よりも事業所の特色，応対の程度によって生
徒の記述は影響を受けている様子もうかが
われた。事業所に行って，自ら努力しようと
試みている生徒もおり，特に挨拶など積極的
なコミュニケーションを取ろうとしている
様子がうかがえる。職場体験学習は，コミュ
ニケーション能力に一定の効果は与えてい
ると考えることができる。 
職場体験学習を通じてキャリアガイダン
スを行おうとする場合には，業種や業態を見
極めて配置することも，有効に学習が成立す
る要件になっていく可能性がある。可能であ
るならば，業態をまたいだ職場体験というこ
とも工夫することが，より生徒のコミュニケ
ーション能力やキャリア教育にも有効であ
ると考えられる。 
 
(3)学習経験と学級活動に対する指導の不安
との関連 
目的 特別活動を指導するにあたって，特別
活動（学級活動）に関する学習経験と指導に
対する不安感についての関係性について検
討することを目的とする。 
調査対象 調査は教職を志す大学生及び大
学院生を対象に一斉調査で行われた。回答数
は 195名で，そのうち未記入部分があった 6
名を除いた 189名(男性 107名，女性 82名)
を分析対象とした。 
実施時期 2015 年 5月に行われた。 
手続き 中学生時代の特別経験について，中
学校学習指導要領特別活動編に示されてい
る学級活動に関する内容の(1)学級や学校の
生活づくり（3 項目），(2)適応と成長及び健
康安全（9項目），(3)学業と進路(5項目)，計
17 の指導内容の項目に関して，「ほとんど経
験がない(5点)」から「かなり経験した(1点)」
まで 5件法で回答を求めた。得点の付与に関
しては，「ほとんど経験がない」を 5 点にし
たが，それは学習経験が少ない方がリスクが
高く，次節で述べる指導に対する不安感との
関連性を考察するうえで必要と判断したた
めである。 
学習経験と同様に，中学校特別活動の学級
活動に関する内容（17項目）についての指導
に対する不安感（例：色々な問題を解決する
ための学級会の指導は難しい）に対する質問
について「とてもそう思う（5点）」から「全



然そう思わない（1点）」までの 5件法で回答
を求めた。質問については著者らが原案とな
る文案を作成し，特別活動研究に関心のある
現職の中学校教員と妥当性を検討したうえ
で作成した(一部逆転項目を設けた)。この調
査に先立ち，調査結果は成績や評価には関連
がないこと，回答は数値化されるため個人情
報が特定され公開されたりすることはない
ことなどが説明された。 
 

表 2 学習経験と指導に対する不安感の関連 

 

指導に対する不安感が

高い 

H（high-anxiety）群 

指導に対する不安感

が低い 

L(low-anxiety)群 

学習経

験が乏

しい 

H

（high-r

isk)群 

4 思春期不安＊（女子） 

5 個性理解 

11性的発達✝（男子） 

14 図書館活用 

６社会の一員 

７男女理解 

９ボランティア 

12 食育 

16 勤労観 

学習経

験が豊

か 

L(low-r

isk)群 

１諸問題解決＊（女子） 

３生活向上 

８人間関係 

15進路適性✝（女子） 

17 進路選択 

２組織仕事分担 

10健康安全 

13学習と労働意義 

 
結果及び考察 指導内容の領域ごとに分析
してみると，(2)の適応と成長及び健康安全の
領域では学習経験と不安感の関連性に(1)や
(3)とは違いが見られた。(2)の領域では経験が
乏しい(high-risk)群であるにもかかわらず不
安感が低い(Low-anxiety)群が出現しており，
学習経験と不安感が必ずしも相関しないこ
とが示唆された。教科書がない，という特別
活動において，個人の学習経験は指導に当た
るときの重要な経験になると思われたが，す
べての指導内容で経験の豊かさが不安感の
低減につながるわけでもないし，逆に学習経
験が少なくとも不安感が低い指導内容もあ
ることがわかった。学級活動の指導内容は(2)
の領域においては特に多岐にわたっており，
ボランティア活動や性教育，食育などの固有
の領域から成り立っている。(1)学級や学校の
生活づくり，(3)学業と進路の領域は比較的方
向性がわかりやすいともいえ，多岐にわたる
(2)の領域の指導に対する支援を教職志望の
学生は必要と感じているものと思われる。こ
うした不安をなくするためにも，特別活動に

おける指導と評価をより検討していくこと
が求められる。 
 
(4)運動会が生徒のコミュニケーション能力
に与える影響 
 長野県須坂市立相森中学校を題材として
とりあげ，「校庭大運動会」という学校行事
への取り組みを通して，生徒がどのようにコ
ミュニケーションを変容させているのか，実
際に教師にインタビュー調査を行い，その結
果について整理し論考した。 
 各学年が集団で行う学年種目として，1
年生は「スタンツ」，2年生は「ソーラン節」，
3 年生は「行進」に取組んでいる。その取り
組みについて，担当の先生は，3 年生の行進
に対するプレッシャーにはとりわけ大きい
ものがある。「今年の 3 年生は大丈夫なの
か？」。毎年のように 3 年生の担任団は不安
と期待を抱くんだ，と担当の先生方はいう。 
「1 年生は，先輩に追いつこうと思ってや
るんですよ。2 年生は，去年一度見てるんで
その先輩たちより上に行こうと張り切る。だ
からこそ 3年生は負けていられない。最後の
大運動会を自分たちが作り上げるんだ！ 
という気持ちでかかるんですよ。それはきっ
と毎年の 3年生にとってはかなりのプレッシ
ャーになります。でも，だからこそ頑張れる
んですよ」と，語っている。 
生徒会やプロジェクトリーダーを中心と
した活動は，教師集団からは頼りなげに映る。
「大丈夫かなあ」という気持ちが，時に先生
たちからの強い指導につながっていく。それ
が生徒たちの活動を委縮させては逆効果だ
が，適度な方向修正のアドバイスや支援は必
要であり，そのさじ加減が難しいのだそうだ。 
大運動会前後の生徒への指導について，先
生方で特に留意していることとかはないの
か尋ねたところ，教頭先生や学年の先生たち
から興味深い話があった。 
「大運動会は，学年で作り上げているんで
すよね。それも先生方がていねいで，良く生
徒を待っている。プロジェクトリーダーの動
きや生徒たちが本気になってくるのを待っ
ているんですよ」。 
「そう，生徒が作り上げるんです。『やれ
る子がやる』というのを目指しているのでは
なく，『やれない子や，やらない子がやれる
ようになる』というのがうれしいんです」。 
こうしたまなざしに教師集団の願いや育
てたい生徒像が表れているのではないだろ
うか。リーダーの成長を支えながら，周囲の
子どもたちを活動にどう巻き込んでいくの
か。その時に教師が主導するのではなく，生
徒の自主的な活動を見守る姿勢。こうした教
師の姿勢やまなざしに学校行事成功の秘訣
が隠されているような気がする。 



さらに，生徒の変容については次のように
述べている。大運動会を経験すると生徒が一
皮むけたような感じになる，と語ってくれた
先生もいた。生徒会の役員やプロジェクトリ
ーダーだった生徒たち，先輩の背中を見なが
ら成長する下級生，そうした全校の雰囲気の
変化を色々な場面で感じるという。そこには
行事を成功させたという満足感だけではな
いものがあったのではないか，ということを
述べられていた。表現や各種目の練習は，長
時間に及ぶこともあるだろうし，自らの意に
そぐわないことも当然出てくるだろう。練習
中に指示を聞かない生徒がいたり，もめたり
することも多い。そうした時に他人の意見を
聞きながらどのように調整していくのか，み
んなの考えを自分たちの考えとすり合わせ
ていくのか，そんなコミュニケーション能力
や調整能力をリーダーや多くの生徒たちが
経験する。そのことが大きい，というのであ
る。 
達成感や満足感を事後に味わうことも生
徒にとってその後につながる学びであるこ
とは間違いない。大運動会終了後には，より
一層生徒会活動が活発になり，日常的な生徒
同士の交流も拡がっていったという，その後
に関するお話からもうなずける。まさに「為
すことによって学ぶ」という言葉が，特別活
動における学校行事には当てはまる。活動し
ていく中で葛藤を経験し問題状況を克服し
ていき，対応を考え困難を乗り越えることで
他者とのコミュニケーション能力を身に付
け，問題解決能力や実践力を養っていくので
ある。 
 こうした教師の語りからは，学校行事を通
じた生徒のコミュニケーション能力の変容
を的確にアセスメントし，そのプロセスにお
いて支援することの重要性が示唆される。
「集団活動を通して学ぶ」という特別活動の
ねらいを具現化する中で，自己を見つめなが
ら，他者とのかかわりを学んでいくことの重
要性を確認することができるのである。 
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